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～ 獺の祭 ～ 

 寒い日が続きますが、皆さん風邪などひいてないですか？ 

 さて、２月の季語は“獺（かわうそ）の祭り”です。思わず首をかしげてしまう言

葉ですが、かわうその何をして“祭り”というのか調べてみると、かわうそは獲った

魚を食べる前に並べるのだそうで、それがお供えをしているように見えるから、との

こと。 

 そこで本当にそんな習性があるのか『ポプラディア』や『世界動物大図鑑』などで

調べたのですが、それについては書かれておらず、①イタチの仲間で世界中に１２種

類ほどいる、②そのいずれもが環境破壊などで絶滅危惧種に指定されている、という

ことがわかりました。かわうその現状は冬の寒さよりも厳しいようです。 

 「wikipedia」を見てみたら、なんと石川県羽咋郡や鹿島郡では“かわそ”、“かぶ

そ”などと呼ばれて妖怪視されていたという記載が！なんでも人に化けて人間と相撲

を取ったり、いたずらを仕掛けていたそうです。また、北陸地方や和歌山、四国では

かわうそ＝河童の一種と見られていたとまで書かれています。かわうそは泳ぎが得意

なので、水から上がった時のぬらりとした様子が河童を思わせたのかなぁ、と推測し

ます。 

 

 

                    

左の絵は江戸時代の画家・鳥山石燕が 

描いた妖怪・獺。かわうそってもっと 

かわいい顔だと思ったけど……。 

（wikipediaより引用） 

 

 

 

 

 

作家・畠中恵さんの人気作『しゃばけ』シリーズ（図書室にありますよ～）にも妖

怪版のかわうそが出てきます。こちらのかわうそは綺麗な着物を着た可愛らしい女の

子です。 
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東野圭吾東野圭吾東野圭吾東野圭吾でウィンタースポーツをでウィンタースポーツをでウィンタースポーツをでウィンタースポーツを読読読読もうもうもうもう！！！！    

 今やその名を知らない人はいない推理作家・東野圭吾ですが、彼がウィンタースポー

ツ愛好家で、それらを題材にした作品も多く発表していることを知っていますか？テレ

ビで観るのとはまた違ったウィンタースポーツの魅力が見えてくるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『鳥人計画』『鳥人計画』『鳥人計画』『鳥人計画』    

有望な若手ジャンプ

選手が飛行の直後に突

然死んだ。警察は毒殺と

断定。将来を期待されて

いた彼はなぜ殺された

のか。 

『カッコウの卵は『カッコウの卵は『カッコウの卵は『カッコウの卵は    

誰のもの』誰のもの』誰のもの』誰のもの』    

 スキーコーチの緋田

は、トップスキーヤーに

成長した娘・風美と自分

の間に血のつながりが

ないことを知る。苦悩す

る緋田の元に風美の大

会出場を妨害する脅迫

状が届く。 

『ちゃれんじ？』『ちゃれんじ？』『ちゃれんじ？』『ちゃれんじ？』    

東野圭吾、４４歳に

してスノーボードに挑

戦！案の定、転びまく

りのゲレンデデビュ

ー。だが楽しい！どん

どんのめりこんでい

き、雪を求めて東奔西

走するどたばたエッセ

イ。 


